
  

 

  

☑
春
の
共
済
推
進
月
間
！
火
災
共
済
を
目
標
達
成 

 
 

6
月
の
集
中
月
間
で
19
分
会
が
火
災
目
標
を
達
成
し
、 

う
ち
3
分
会
は
地
震
目
標
と
の
ダ
ブ
ル
達
成
で
本
部
目
標 

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
群
・
分
会
の
皆
さ
ん
、 

家
族
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

☑
「
予
算
要
求
は
が
き
（
厚
労
省
宛
て
）
」
回
収
の
月 

 
 

今
月
は
、
先
月
配
布
し
た
土
建
国
保
「
予
算
要
求
は
が
き
」 

回
収
の
月
。
予
算
の
増
減
は
直
接
私
た
ち
の
土
建
国
保
料
に
影 

響
し
ま
す
。
100
％
や
り
き
り
、
予
算
満
額
確
保
を
「
み
ん
な
の 

力
」
で
勝
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。 

☑
秋
に
む
け
た
拡大
（
仲
間
増
や
し
）
種
ま
き
！ 

 
 

 
 

先
月
の
「
公
営
国
保
」
保
険
料
改
定
に
よ
り
、
支
部
へ
「
土
建
国
保
」
切

り
替
え
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
今
月
は
「
土
建
国
保
の
魅
力
チ
ラ
シ
（
群 

5
枚
配
布
）
」
を
群
会
議
の
話
題
に
魅
力
を
再
確
認
し
、
組 

合
に
加
入
し
て
い
な
い
仲
間
へ
す
す
め
ま
し
ょ
う
。 

←

← 

☑
仕
事
や
く
ら
し
の
つ
な
が
り
か
ら
未
加
入
の
一
人
親
方
へ 

☑
分
会
内
事
業
所
の
外
注
や
一
人
親
方
で
未
加
入
の
仲
間
へ 

☑
個
人
事
業
所
の
職
人
で
未
加
入
の
仲
間
へ 

 
 

【
統
一
行
動
日
】
7
月
19
日
（
火
）
午
後
7
時
30
分
～
セ
ン
タ
ー 

☑
今
こ
そ
！
核
廃
絶･

平
和
を
求
め
る
声
を
広
げ
よ
う 

 
 

 
 

 

自
民
党
は
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
（
反
撃
能
力
と
名
称
変
更
）
の
保
持
、
防
衛
費

の
倍
増
（

GDP

2％
）
を
提
言
、
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
お
け
る
「
核
威
嚇
」
、
日
本
維
新
の
会
に
よ
る
「
核
共
有
」
発
言

な
ど
「
核
兵
器
に
よ
る
脅
威
」
が
世
界
中
を
覆
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
「
核
廃
絶
」
に
む
け
て
大
き
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
大
事
で
す
。 

1958
年
に
始
ま
っ
た
国
民
平
和
大
行
進
。「
ノ
ー
モ
ア
・ 

ヒ
ロ
シ
マ
！
ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ
サ
キ
」「
な
く
そ
う
核
兵 

器
・
い
か
そ
う
９
条
」
を
訴
え
、
毎
年
10
万
人
が
参
加 

し
て
全
国
を
行
進
す
る
国
民
的
な
運
動
で
す
。 

【
と
き
】
7
月
27
日
（
水
）
午
後
6
時
30
分
～ 

【
場
所
】
豊
玉
公
園
（
タ
コ
公
園
）【
参
加
】
分
会
3
人 

【
内
容
】
集
会
後
、
中
新
井
公
園
ま
で
デ
モ
行
進
を
し
ま
す 

＊
夜
の
デ
モ
行
進
な
の
で
、
光
り
物
・
だ
い
こ
ん
行
進
用
に
準
備 

し
た
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど
目
立
つ
飾
り
物
大
歓
迎
！ 

今
こ
う
し
て
い
る
間
に
も
、
海
の
む
こ
う
で
は
戦
争
に
よ 

っ
て
罪
の
な
い
子
ど
も
や
女
性
、
市
民
の
命
が
奪
わ
れ
て
い 

ま
す
。
戦
争
が
身
近
に
迫
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
戦
争
の
残
酷 

さ
、
悲
惨
さ
を
あ
ら
た
め
て
思
い
起
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

家
族
や
仲
間
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
と
き
】
7
月
31
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時 

【
場
所
】
練
馬
支
部
会
館 

【
参
加
費
】
無
料 

 

【
内
容
】
パ
ネ
ル
展
示
（
原
爆
・
東
京
大
空
襲
）
、
映
画
上
映
、
参
加 

型
企
画
（
タ
イ
ル
シ
ー
ル
で
パ
ネ
ル
制
作
）
、
歌
の
広
場 

☆
夏
季
統
一
「
募
金
」
の
と
り
く
み
☆

 

夏
季
募
金
（
封
筒
群
1
枚
）
の
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
募
金 

は
原
水
禁
世
界
大
会
お
よ
び
地
域
共
闘
団
体
へ
の
支
援
な
ど
に 

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月末賃金アンケートは、前年を上回る 1,645 人（前年 1,444 人）の回答で組織

人員の 25％を集計することができました。ご協力ありがとうございました。 

ＣＣＵＳの「登録」は４人に１人！「野丁場」が突出  

建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）の登録状況は、労働者で「登録した」

と「登録申請中」が 24％で 4 人に 1 人の割合。事業主で「事業者登録のみ」「技

能者も登録した」が 27％で 3 割に迫っています。丁場別の登録状況では、「野丁

場」の 43％（労働者）・58％（事業主）が突出しており、「新丁場」が 10％（労働者）・

12％（事業主）で最も低い状況です。 

平均賃金上昇も「変わらない」「下がった」が 9割超  

就労時間と平均賃金は、「日給」で前年から 1 千円近い上昇となる 19,008円（前

年 18,120 円）、「月給」で前年から 1 

万円超上昇となる 367,724円（前年 

356,525 円）で、ともに増加。年代 

別では 40代が「日給（20,186 円）」 

「月給（405,319 円）」ともに最も高 

く、丁場別では新丁場が「日給（20,565 円）」「月給（398,083 円）」「年収（540 万円）」

すべてで最も高い平均を推移しています。 

しかしながら、「前年と比べた賃金」で、「上がっ 

た」はたったの 7％に過ぎず、「変わらない」の 79 

％と「下がった」の 14％を合わせた 93％の仲間の 

賃金は上がっていないことから、「上がった」と答 

えたごくわずかの仲間のところで平均賃金を引き上 

げたことになります。 

賃金・単価の引き上げに私たちは何をすべきか      

アンケートに回答した 28％の事業主が施主や上位企業へ「賃金・単価」引き上

げの要求をおこない、うち 3分の 1以上で引き上げを勝ちとっていることからも、

賃金・単価の引き上げは私たち現場従事者”が声をあげていくことが「要」です。 

賃金アンケートの集約結果は「練馬建設労働白書」として自治体、ゼネコン、

業界に「生」の声を突きつけ、「公契約条例」の早期制定、「利益」の分配、「賃

金・単価」の引き上げをはじめ現場従事者の処遇改善を粘り強く迫っていきます。 

☑群会議で自分たちの「賃金・単価」について前進的に語り合う(群報告書へ) 

☑現場の「生の」情報を群会議報告書へ記入(「●●建設の現場は●●だった」) 

☑賃上げ要求の「切り札」CCUS カードに登録する ☑PAL の会に入会する(無料) 

☑未加入者へ「土建へ加入して一緒に賃金引き上げを訴えよう」とすすめる 

 

◆
あ
い
う
え
お 

 

＊分会センターや地域集会所を活用する群会議や諸行動は 3 密が避けられる運営と、マスク着用・手洗い・うがい・アルコール消毒など感染予防対策の徹底をお願いします。 

 

日額 前年比 月額 前年比

2020年 18,405円 933 35.8万円 10,175

2021年 18,120円 -285 35.6万円 -2,059

2022年 19,008円 888 36.7万円 11,199

賃金 賃金

直近3年間の平均賃金

下がった

14%

変わら

ない

79%

上がった

7%

≪前年と比べた賃金≫




